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時代の要求にあった性能・機能に

防水技術特集

東北の防水工事産業の発展に寄与します

　20世紀後半は、わが国が経済的に発展
し建築物、住宅についてもスクラップアンド
ビルドで大量生産、大量消費、大量廃棄
という時代でした。これを何とかしなくちゃ
いけないし、社会的な背景として人口、世
帯数が減少し住宅の量的な充足は確保さ
れました。こうした流れの中で、住生活基
本法が施行され、2007年には自民党住宅
土地調査会が200年住宅ビジョンを打ち出
しました。具体的な施策として長期優良住
宅の普及促進ということでさまざまな優遇措
置をとりながらより長寿命化をすすめていこ
うという体制が整いました。この後、スクラッ
プアンドビルドの社会からストック重視へとい
う流れが醸成してきたということです。近年
はＳＤＧｓもあり、いかにストックを有効に活
用していくかということが重要視されるように
なりました。こうしたことが社会的な背景とし
てあります。

　まずはコスト抑制が挙げられます。初期
費用だけではなく、建物の「ホールライフコ
スト（ＷＬＣ）」を考えた時、長期的に発生
する費用をどれだけ抑えることができるかと
いうことです。建て替えてもう一度新築費
用を掛けるよりも、しっかりと性能向上を図っ
た改修を行っていくことで、年当たりで考え
れば大幅にコストを削減できる可能性があり
ます。それとエネルギーです。建物の場
合、冷暖房・照明などに使用するランニン
グの消費エネルギーが大きいわけですが、
一方で建物を建てる時にも材料生産の段
階から膨大なＣＯ２を排出しています。長寿
命化することによってライフサイクルで排出
するＣＯ２やエネルギーを抑えることができま
す。また、建物を長く使うことにより、解体・

　政府が200年住宅を提唱してから16年。住宅・建築物をめぐってはスクラップアンドビルドから「長く使う」
ストック重視へと大きく方針が転換され、建築物の長寿命化が進んできた。加えて近年はSDGｓやカーボンニュ
ートラルへの対応など求められる水準も高い。こうした中、建築物の長寿命化を研究テーマとする東北工業大
学の有川智教授に、長寿命化のポイントや課題、展望などを伺った。

東北工業大学建築学部建築学科長 教授 有川 智 氏

廃棄時に発生するごみの削減にもつながり
ます。

　長寿命化を進めても資産価値がどんどん
減ってしまうことが大きな壁になっています。
欧米では適切に維持管理していれば、そ
の分適正に評価され価値が上がります。で
あれば、しっかりと手を入れようというマイン
ドになってくるわけです。日本の場合は、20
～ 25年経つと建物の資産価値がゼロにな
るので、維持管理しなくてもいいという考え
になってしまう。そうすると、ますます劣化
が進んでしまうという負のスパイラルになりま
す。マインドの違いというのは非常に大きい
ですね。また、日本では中古流通市場がま
だまだ健全に育っていません。これが長寿
命化を妨げている要因になっています。技
術的には建物を100年、200年持たせるこ
とは可能だと思いますが、それには当然コ
ストがかかりますし、点検、修繕、改修に
も費用がかかる。そこまでして長寿命化さ
せる必要があるのかということです。
　仮にしっかり維持管理をした住宅が適正
に取り引きされ、50年後でも資産価値が
残っていれば、いいものは適正に維持管理
をして長く大切に使うという意識が醸成され
るでしょう。さらに、今の建築物リフォーム
産業は6兆から7兆
円という規模です
が、もっと多様な
住生活サービスの
ような業態が期待
されているわけで
すよね。とにかくも
う大工さんは減っ
ていて、着工数も
これから上がること
はないだろうという
中で、建設不動産

についてはストック重視の世の中に合わせ
た形で成長していく必要があるので、そこ
では業界も変わらなくてはいけないと思いま
す。

　基本的な改修のポイントは防水です。住
宅リフォーム･紛争処理支援センターへの苦
情・相談は「雨漏り」が常に上位に来て
います。そもそも建築物の構造躯体、材

料は水をいかに制御するかということが非
常に大きな問題でした。木は水が入ること
で木材腐朽菌により腐るし、白アリの絶好
の餌食になる。鉄は錆びる。コンクリートの
中性化や凍害、アルカリ骨材反応なども、
直接的・間接的に水を介して劣化が進み
ます。水をいかにコントロールするかという
ことが建物全体にとって大きな問題で、建
築は「水との戦い」と言ってもいいくらいの
話なのです。
　また、マンションの大規模改修に当たっ
ては長期修繕計画を立てた時に外壁改修
と防水工事のタイミングをうまく合わせなが
ら、使われる仕上げの耐久性を考慮して
修繕、改修を行うことが合理的だと思いま
す。例えば、外壁改修は30年後でもいい
が、防水工事は15年後に必要となり、ズレ
が出た場合、全体を通していかにＷＬＣを
抑えることができるかという観点で、見直す
必要があると思います。もちろん、その前
にしっかりとした点検診断ができればより合
理的な改修時期の判断ができるでしょう。

建物の長寿命化が求められる背景につ
いて教えてください。
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　長寿命化といっても昔のような高耐久、
長持ちするということでただ単に建物を延
命化するというやり方は時代にそぐわないと
思います。耐震改修、省エネ改修、バリ
アフリー改修といったように今の時代に求め
られている性能、機能を満足する形での改
修が必要です。特に今は断熱、省エネと
いうところで環境性能基準がどんどん高く
なっていますから、それに合わせた改修が
求められています。
　住宅とか建築物というのはもちろんオー
ナーの所有物ではあるわけですけれども、
社会性を帯びたものです。まち並みや都市
景観の形成も含めて、良質なストックを長く
賢く使い続けることで、その価値が適正に
評価され、しっかりと積み上げられていくこ
とが大切です。今後ますますＳＤＧｓやカー
ボンニュートラルへの対応が求められる中、
建築物の長寿命化が私たち一人ひとりの
生活にとっても、そして地域社会、地球環
境にとっても重要な意味を持つことになる。
そういう意識が社会に根付いてほしいもの
ですね。

ありがとうございました。

防水工事が長寿命化のカギ

長寿命化を行うことのメリットは。

推進に当たって課題はありますか。

長寿命化改修のポイントは。

今後求められる新たな視点は。

▲欧米の維持管理された建物

▲マンションの大規模修繕工事
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東北シーリング工事業協同組合 理事長  髙橋 真里工法の認知拡大に向け積極活動

本組合の活動内容は
資材の共同購買事業、
教育情報事業（Ｓ-１ＧＰ
開催等）、技能検定の実

施、情報発信等の活動を軸としております。
昨年度の活動状況は共同購買事業でいえば
例年並みの売上計上でした。教育情報事業
ですとS-１グランプリは東北予選会も本選も開
催できませんでしたが技能検定試験は予防
対策を徹底しての実施となり、また、外国人
技能実習生による随時３級検定試験も実施し

ました。５月の総会はこちらもコロナウイルス感
染症の予防対策を徹底しながら役員のみの
出席とし対面とWEBを利用してのハイブリッド
での開催となりましたがまだ積極的な活動とは
いえない状況でした。今では国や地域での
感染対策ガイドラインも示され、できることも増
えつつあり本年度は昨年度の気づきを教訓と
し、組合員、賛助会員のために今できること
をさらに１つ１つ丁寧に取り組んでまいりたいと
考えております。

今や改修リニューアル工事が新築工事と同
等量になる中、我々専門業種といえどさらに
カテゴリー分けが進んでいるようです。例え
ば、改修工事専門に行う業者、戸建住宅を
専門に行う業者、大型新築工事に特化した
業者等など。近年、先の大きな地震災害や
豪雨災害など我々の出番は増えつつある中、
改修リニューアル工事でいえば既存の施工箇
所をなぞるだけで良いなど図面離れが進んで
いるようです。そのため近年の技能検定試験
の受講者は図面が読み取れない方も散見さ

れます。そのため、当組合として技術向上の
礎となる基礎基本を集約した動画をHPより
（閲覧希望者）配信するとともに学べる環境
を整えてまいりたいと考えます。また、上級者
のみで開催しておりますS-１グランプリなどのイ
ベントを通じ現場系職員のための教育事業に
も尽力してまいります。

今後の展望として、地震や豪雨災害など
で業務量も増えつつある中、今も進化する材
料や施工技術は建物の長寿命化に適応する

ため進化を続けております。今後さらに専門
的防水工法としてさらなる認知を得るために
活動に注力してまいります。当組合としまして
は専門的で先進的な防水技術の研鑽に努め
建物を守ることで社会貢献に務めます。ま
た、問題となっている技術者の不足について
も人材交流システムを構築を進めると共に、
魅力ある産業として発信を行い担い手不足を
解消できる手だてを知恵を出し合いながら人
的資源の確保に尽力してまいりたいと考えま
す。

昨年度の活動状況1

建設業界へのメッセージ・今後の見通し3

技術力向上のための取り組み2

日本アスファルト防水工業協同組合 関東支部東北地区  斎藤 祐治技術者養成学校を開校

当組合の活動におきま
しては、2021年度は行動
制限が少し緩和されたこ
とから、停滞していた事

業活動を徐々に正常な状態に近づけることが
できました。対面による通常総会を北海道で
開催したほか、日本アス・日新防水技術者

養成校を開校することができました。コロナ禍
において、試行錯誤しながら身に付けたリ
モート会議のノウハウは、今後の組合運営に
も効果的に活用できると期待してます。

昨今は「SDGs」に対する関心が非常に
高まっております。当組合はいち早くこの取り

組みに呼応し、防水仕様と組合活動を通じ
てその一端を担っているものと自負しておりま
す。湿気硬化型常温アスファルトを使用した
「クリンアス工法」、アスファルト防水の信頼性
をそのままに温室効果ガスの排出と廃棄物を
大幅に削減した「ピロウエルド新熱工法」な
ど、環境に配慮した工法や建物の長寿命化
に対応した工法を提案することができます。

また、昨年に続き日本アス・日新防水技術
者養成校を開校し人材育成には可能な限り
取り組んでまいります。

第１回目の緊急事態宣言が発出された20
年３月から長らく停滞していた国内経済は経
済活動が正常化しつつあり、内需を中心に持

ち直すことが期待されます。しかし、国際情
勢の混迷が続いていることから、しばらくは不
透明感を払拭することができそうにありません。
加えて、昨年からのエネルギーや原材料が急
騰し、それらに連動した防水材料の改定価
格が市場に浸透しているとはいい難く、今後
の利益確保に向けた活動にこれまで以上に力
を注ぎ続けなければならないでしょう。

昨年度の活動状況1

建設業界へのメッセージ・今後の見通し3

技術力向上のための取り組み2

東北防水改修工事協同組合 理事長  田村 哲朗防水施工デモ・セミナーの積極的開催

2022年度は新型コロナ
ウイルス感染症による影響
は緩和されたものの、建
設業界においては技能員

の高齢化、人材不足、資材の納期遅延、
価格高騰など困難な状況が続いた１年でし

た。そのような状況下、引き続き感染対策を
取り入れながら、多角的に事業展開を進めて
まいりました。その中でも新たに東北６県ごと
に開催した地区会では、活発な意見交換を
通じて組合員相互の親睦をより深め、地域に
根差した事業活動への足がかりとすることが
できました。

当組合では官公庁、設計事務所など建築
防水に係る方 を々対象とした、専門的な防水
技術やSDGsの目標達成のための取り組みを
ご紹介するセミナー、防水施工デモンストレー
ションを積極的に開催しております。また組合
員の人材育成のため、施工技能員向けの技

術研修会や技能検定受験者を対象とした防
水アカデミー、中核営業社員向けのセルフマ
ネージメント研修会などを計画し取り組んでお
ります。

防水工事のプロフェッショナル集団として、

これからも先進技術習得の努力を続けてまい
ります。防水に求められる現在の社会的ニー
ズをしっかりと受け止めて、環境へ配慮した
確かな防水技術力をもって、皆さまへ安心安
全な防水層を提供しつづけてまいりたいと考
えています。

昨年度の活動状況1

建設業界へのメッセージ・今後の見通し3

技術力向上のための取り組み2

東西アスファルト事業協同組合東北地区 理事  野口 久榮防水技術の発展とスキル向上を支援

2021年度は防水層の長
寿命化、防水施工の省力
化を実現するため、最新
の技術と材料を駆使した

工法の普及啓蒙活動を積極的に進めてまい
りました。組合員に対しては、防水施工の作
業効率を向上することが可能な「プライムア
ス工法」や防水層の耐久性を向上させる「フ

ラットスタイル」の技術研修会を開催し、最新
の技術やノウハウを共有いたしました。これに
より組合員の技術力向上と情報共有を促進
することができました。またこれらの付加価値
工法を官公庁および設計事務所の方々へお
伝えするために防水施工デモセミナーや展示
会を積極的に開催いたしました。

当組合では、アスファルト防水技能員の育
成や防水施工技術力向上に積極的に取り組
んでいます。技術研修会や専門的な防水施
工・管理教育プログラムによる養成所の定期
開催により、組合員の技術向上を支援してお
ります。養成所では実践的なトレーニングと理
論的な学習を組み合わせ、優れた技能員育
成に取り組んでおります。これにより組合員の

技術レベルの向上と技能確保を図っていま
す。今後も育成プログラムの充実や知識共
有の場の提供に努め、アスファルト防水技術
の発展と組合員のスキル向上を支援してまい
ります。

SDGｓ（持続可能な開発目標）の達成とカー
ボンニュートラルの実現に向け、私たちは積

極的な取り組みを行っています。アスファルト
防水は建築物の長寿命化やエネルギー効率
の向上に貢献し、持続可能な建築環境の構
築に寄与いたします。環境負荷を最小限に
抑えた施工手法や素材の活用に注力し、
カーボンニュートラルを追求して継続的な技術
革新と情報共有を通じて、業界全体のSDGｓ
への取り組み、未来に向けた取り組みを促進
してまいります。

昨年度の活動状況1

建設業界へのメッセージ・今後の見通し3

技術力向上のための取り組み2

一般社団法人全国防水工事業協会東北支部 支部長  宍田 利成知識深化と業界連携を育む

2022年度は21年度に引
き続き行動制限や自粛が
続いた１年でありましたが、
そうした中、十分な対策

の下、30周年記念式典が挙行され、これま
での足跡を振り返りつつ、将来へ向けた新た
なる一歩を踏み出すべく大きな起点とすること
ができました。また、当支部の重点活動であ

る研修事業においては、インボイス制度導入
に関する各社事務担当者を対象とした実務
者研修会、次世代・若手防水業界従事者
を対象とした知識深化と連携を育む若手研修
会がそれぞれ対面式にて開催されておりま
す。

技術力向上にはその技量と知識が並行し

て身に付けられ、これらをもって最高の技術と
なるべきものと認識しております。そうした考
え方の下、当協会主力事業である登録防水
基幹技能者講習、防水施工管理技術者認
定試験における積極受講・受験推進はもち
ろんのこと、各メーカーおよびメーカー団体に
おける研修・講習への参加を推進し、さらな
る向上に努めてまいりたいと考えております。

防水工事は躯体の外皮にあたる重要部位
を担うものであり、それは即ち外部からのさま
ざまな劣化要因から躯体を保全する役割を持
ちます。社会資本をいかに健全に維持し長ら
えるかという命題はSDGｓにおける強靭で持
続可能な都市の形成に寄与するものであり、
こうした目的において防水工事の重要性はさ
らに高まりを見せるものと認識しておりますが、

同時にその責任もさらに重くなるものと考えて
おります。併せて働き方改革、インボイス制
度など経営環境が刻 と々変化してゆく中、技
術力向上とこれら諸問題に対応するための研
修、折衝、情報提供を力強く継続し、今後
もお客さまの要望に十分に応えうる防水品質
の提供に励んでまいります。

昨年度の活動状況1 建設業界へのメッセージ・今後の見通し3

技術力向上のための取り組み2



〒963-8071 福島県郡山市富久山町久保田字宮田100番地
TEL.024-953-4141　FAX.024-943-1322

E-Mail:info@k-sealing.co.jp

代表取締役  金澤  正夫

秋田県湯沢市字祝田145-7
TEL.0183-72-0038　FAX.0183-73-3319

minoru@yutopia.or.jp

代表取締役  伊藤　稔代表取締役  松本  健一

〒963-4435 福島県田村市船引町大倉字上大倉115番地
TEL.0247-61-6866　FAX.0247-61-6876

代表取締役  蜂谷雅俊

代表取締役  石井  良行 代表取締役  大場　亮

〒963-0547 福島県郡山市喜久田町卸二丁目26番地1
TEL.024-963-1230   FAX.024-963-1239

代表取締役  三浦  孝一郎
〒990-0821  山形市北町一丁目7番15号
TEL.023-684-5130  FAX.023-684-9635

防水工事・板金工事  一式施工 

有限会社 環清工業

〒999-7631 山形県鶴岡市八色木字西野337-3
TEL.0235-64-5799   FAX.0235-64-5793

HP  https://bikentsu.wp-x.jp

有限会社 備 研
各種防水・塗装・左官 塗装工事・防水工事・改修補強工事

本　  社  山形市富神台13番地　　   TEL.023-645-8541
仙台営業所  仙台市青葉区藤松2番21号  TEL.022-727-7030
福島営業所  郡山市喜久田町字前北原57番地45  TEL.024-953-7122

防水工事団体トップに聞く

本年は、コロナが５類になり
活動範囲が広がりつつありま
す。
ところが、ロシアによるウク
ライナ侵攻という、21世紀の現
代にこんなことが起こるとは想
像だにしておりませんでした
が、現実のものとなってしまい

ました。原油高、円安、コロナ過とこのウクライナの戦
争で防水業界も資源の高騰が業績を圧迫し、さらに厳
しい状況です。
そして今年はインボイス制度の導入により、消費税を
納入していない事業者との取引は、扱いずらくなり、人
材確保の意味も含めて、この制度は疑問符を付けたい
ところ。
さて ≪熱アスファルト防水は、絶滅か現代にそぐわな

青森県防水工事業協会

防水技術特集

総合防水工事のエキスパート

4

東 京 支 店／〒132-0095 江戸川区平井七丁目34-28　TEL.03-6666-7577　FAX.03-6666-7587 

代表取締役  髙橋  直幹
本　社　〒997-1321 山形県東田川郡三川町大字押切新田字五反98-1
 TEL 0235-68-1816　FAX 0235-68-1817
庄　内　〒999-7781 山形県東田川郡庄内町余目字三人谷地212-4
 TEL 0234-28-8606　FAX 0234-28-8607
仙　台　〒984-0037 宮 城 県 仙 台 市 若 林 区 蒲 町 東 9 - 2
 TEL 022-357-0719　FAX 022-357-0818

山形県知事許可（般－30）第701597号

会 長  出町  時彦時代の流れに対応
い≫というお声もあります。熱アスはメーンの防水、新築
にはほとんどがこの防水工法が求められています。で
すが、前回にも述べましたが、露出防水の改質アス、塩
ビシート防水等の工法を広く進めなければ、若い人や新
規の職人の確保育成に持ってこれないと思うところです。
ＷＢＣで、侍ジャパンの活躍ぶりといったら、感動感
動の連続でした。7回まで負けていても終盤で逆転、
そして決勝でのあの戦いぶり。こんなシナリオを書い
たら、ありえないなどといわれるでしょう。が、現実に
起きました。信じられない興奮と感動を覚えました。
なぜか明日から頑張ろうという気持ちが湧いたのを覚え
ています。
この気持ちを仕事に向けたら何とかなるのではと、
勘違いでもいいので頑張ろうと思います。皆さまもそう
であって欲しいと願い、ごあいさつといたします。あり
がとうございました。

昨年度の活動状況
昨年度は依然として繰り返す

コロナウイルスの感染拡大と終
息の狭間で、組合活動も自粛
を続けざるを得ない一年となっ
てしまいました。しかしながら、
防水施工技能士実技試験の実
施および、これに向けた準備
講習会による教育事業は継続

して実施し、技術者の育成を続けているところです。
人材育成のための取り組み
入職希望者は減少し、離職者も発生するという人材

難の中、人材育成への取り組みは当組合にとって最も
重要な課題であるといえます。人材育成は「人（技能者）
を育む」というだけでなく、「技能者が生活を営み生き
てゆく」というもっと大きな命題においては、「いかにや
りがい、生きがいを感じて生業とするか」ということが
必要不可欠な要素となり、私共はこのやりがい・生きが

岩手県防水工事業協同組合

理事長  三上　誠地位向上と技術力向上が人材育成
いを「社会的地位向上」という命題に置き換え、この地
位向上とそれに見合った技術力の向上を合わせて「人
材育成」と定義し、教育に取り組んでおります。技能
士の存在が重要な扱いを受けるほどその存在価値は高
まりますが、岩手県の一般競争入札（防水）の参加条
件に「技能士を直接雇用し、自社施工ができること」と
いう条件が付加されるようになった事例はまさにその存
在価値を高めるところになっており、魅力ある防水工事
業づくりに今後も注力してまいります。
建設業界へのメッセージ
資材費は高騰の一途にあり、労務単価も年 上々昇し

ておりますが、一方、この原価上昇が受注単価に反映さ
れ切っていないという歪みが多く見られております。こ
うした問題の解決には企業単体ではなく、業界団体と
して取り組んでこそ始まる議論があり、本年度も組合と
いう組織の存在を十分に活かした活動展開により、県
内防水業界発展の一助となりたいと考えております。

昨年度の活動状況
2022年度はコロナ禍による
活動制限がありましたが、役員
会を２度開催、総会は通常通り
実行し、コミュニケーションの
活性化に努めてまいりました。
現在はコロナ禍が５類感染症
となり、世の中が安心安全と考

える方々が多くなりましたが、隠れコロナがじわじわと
増加し、首を絞められる思いです。2024年問題で大型
プロジェクトが進み、防水業界も恩恵を受けております
が、峠を越えた時を深慮すれば枕を高くして眠れない
気がしてなりません。
元請さんの受注競争も激化し、協力会社への要望も
並みのものではなくなりました。資材高騰や物不足、若
手技術者担い手問題など難問蓄積が現状ではないで
しょうか。

山形県防水工事業組合

組合長  三浦孝太郎「Win Win」の関係構築
人材育成のための取り組み
組合員の技能検定トライアル費用を受験者１人に対
し２万円の補助を実行したところ、好評を得てトライす
る方が増えました。
「働き方改革」と真剣に向き合い「Ｗｉｎ Ｗｉｎ」の関
係構築こそが人材育成への第一歩かと考えております。
建設業界へのメッセージ
大変な時代になったといわれておりますが、言い換え
れば大きく変わることかと考えています。これからは組
合員一同意識を新たにして、関わるすべての方が幸せ
になれるような努力精進をしていきたいものです。
先人から教えられた「三方よし」をモットーにして生
き残りをかけた経営をしてまいりましょう。「Ｃｈａｎｇ
ｅ（変化）」と「Ｃｈａｎｃｅ（好機）」は一字違いです。
恐れずに挑戦していきましょう。

人材育成のための取り組み

現場での見様、見真似の実
践訓練だけでは技術の取得は
難しく、基礎知識を理解しな
いまま技能士試験を受験して
いるのではないだろうか。こ
れからも将来の技能士のため
に厳密に審査するのが責務と
考えている。

建設業界へのメッセージ

われわれの生業、防水専門業者は防水施工後に３社
連名で概ね10年の防水保証をする。しかし、事故が発
生すれば責任は全て防水施工会社にあり、一般的には
被害の補償は保険で対処できるのだが、防水補修・修
繕・やり直しは保険の対象外であり、修繕費用は自社
の資本から出費しなければならない。保証に足りる資

宮城県防水工事業協会

代 表  浅野目  孝之将来の技能士のため
金をお持ちだろうか、あなたに問う。防水保証は会社
所属の技能士の技量はもちろんだが、施工会社の保証
能力が求められているのだろうか。防水保証能力は自
己資本と考えなければならない。では、どれ程に自己
資本が必要なのだろうか。
一方、顧客から見れば自己資本の薄い会社の保証書
は保証書と記載された紙切れであることを理解しなけ
ればならない。われわれの責務はさらに自己資本比率
の増強に努めなければならない。
さて、防水工事の単独発注が減少している、これは
外力によるものか。「防水工事」として発注されるも、
防水技能士を有しない会社が落札している。これでは
技能の低下・技量が低下し防水業が衰退につながりか
ねない。防水工事の発注に際しては防水工事を生業に
している会社、防水技能士を雇用している会社が受注
できるように機会をいただきたい。

昨年度の活動状況、人材育成の
ための取り組み
当組合は創立以来、防水工
事保証および技術と信頼に基
づく責任施工体制を柱として、
厚生労働省による技能士資格
取得等による技能向上に加え、
材料提供メーカーとの連携に

より、多くの実績を築いております。
言うまでもなく防水工事は、建築物の耐久性向上に
重要な役割を担っており、施工技術の向上と次世代へ
の継承は必要不可欠であります。
建築防水施工業者のプロ集団である当組合では、福
島県職業能力開発協会から技能検定業務の委嘱を受
けており、技能検定合格に向けた予備講習なども実施
し、積極的に「技能士」の育成を進めています。

福島県総合防水工事業協同組合

代表理事  金澤  正夫次世代への継承
労働者の高齢化が進む建設業界にあって、防水工
事業は若い人の割合が多く伸び盛りの業種です。2022
年度に組合事業として実施した技能検定では、新たに
１級30人、２級９人の「技能士」が誕生しました。
今後の見通し

本年度もウクライナ問題や半導体不足、歴史的な円
安などにより、資材価格の高騰が続くものと予想されま
す。工法開発や省力化によるコスト縮減が不可欠で、
加えて建物の長寿命化への対応や環境への配慮も必
要です。
当組合では、今後も建築物の劣化チェック、改修計
画の立案、見積、そして実際の施工から万全のアフター
ケアまで、業界トップレベルの製品と技術力で遂行して
まいります。

▲改質アスファルト防水 ▲塩ビシート防水

▲プール防水 ▲架台を使った実技研修



建築・防水をハートメイクする
超速硬（瞬間硬化型）スプレー工法施工店

〒026-0001 岩手県釜石市大字平田第3地割61番地24
TEL.0193-26-6880  FAX.0193-26-5660
http: //www.eiwa-heartmake.com/
E-mai l :  e iwa-2@celery.ocn.ne. jp

代表取締役社長  佐々木 強

代表取締役  宍田  利成

〒992-0038 山形県米沢市城南3丁目3番10号
TEL.0238-23-8321㈹  FAX.0238-24-4759

E-mail: bousui-i@ms3.omn.ne.jp

代表取締役  伊藤  貴博
代表取締役  寺沢　学

本　社　青森市大字新城字山田675番27号
　　　　電話（代表） 0 1 7 - 7 8 8 - 4 3 4 3
　　　 　F　A　X  0 1 7 - 7 8 8 - 4 4 8 0
会社アドレス　E-mail: aoken@k.purea-web.net
　　　　仙台営業所・八戸出張所・むつ出張所

代表取締役　木　村　義　知

株式
会社 青建防水工業

あお　けん

青森県八戸市新井田字重地下51-12
TEL.0178-25-6789　FAX.0178-25-0405

(一社)全国防水工事業協会員
建築防水・躯体防食・床版防水 イトウ防水工業株式会社

・土木 ・建築防水 ・内外塗装 ・吹付工事

〒020-0846  盛岡市流通センター北1-10-11
TEL.019-639-0411　FAX.019-639-1137
https://www.maruesu.info/ E-mail:main@maruesu.info

調査・診断から提案・計画・施工
総合防水工事

■バンデックスBZシステム（無機質系耐酸防水防食材）
　特長

●無機質系及び無溶剤系の材料を使用する「環境にやさしい」工法です。
●下地が湿っていても施工が可能であり、新設はもちろん補修・改修工事にもご採用いただけます。
●塗布工程が少ないので工期の短縮が可能です。
●有機酸対応のトップコートを使用するので、下水道施設のみならず、厨房排水槽等への施工も可能です。

■バンデックスEZシステム（日本下水道事業団 コンクリート防食技術指針に準拠）
コンクリートの耐久性と保護に優れ、“下水道コンクリートの構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル”の品質規格に適
合したコンクリート防食工法です。

■バンデックスVZシステム（日本下水道事業団 コンクリート防食技術指針に準拠）
ビニルエステル樹脂使用の耐硫酸性・耐アルカリ性・耐水性に優れた信頼性を誇る工法です。
また、硫化水素の発生するコンクリート構造物の防食抑制、保守保全が実現できます。

バンデックス防水工業会
東北支部■本社

〒168-0074 東京都杉並区上高井戸一丁目2番9号
TEL.03（6379）6581 　FAX.03（6379）6541
http:/ /vandex.jp

㈱青建防水工業 TEL.017（788）4343
開　　發　　㈱ TEL.018（824）2233
㈲ 秋 田 止 水 TEL.018（834）4020
奥 羽 工 業 ㈱ TEL.019（624）6333

㈲ 燦 ケ ミ カ ル TEL.019（648）1675
北原建材工業㈱仙台（営） TEL.022（236）6768
㈲東北ケミカル工業 TEL.022（229）2887
田 村 建 材 ㈱ TEL.0246（26）3121
福 島 防 水 ㈱ TEL.024（963）1230
山 建 工 業 ㈱ TEL.023（633）3003
イトウ防水工業㈱ TEL.0238（23）8321

日本バンデックス㈱はコンクリート躯体処理工法のプロフェッショナルです。

バンデックスBZシステムは耐硫酸塩性と防水性を有
する革新的複合型塗膜防食工法です。BB75Zと
PK75を混合し塗布する工法（BZ-B工法）は伸縮性
に優れ亀裂に対する追従性を有します。

下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術
及び防食マニュアルA～D種適合

下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術
及び防食マニュアルB種適合
ポリマーセメント系塗膜防水工事
施工指針（案）・同解説　PB-1仕様適合

BZ-A2工法、BZ-B2工法、BZ-C2工法、BZ-D2工法 BZ-B工法（H9年版）

防水技術特集

新防水工法／製品紹介

東北の
防水工事産業の発展に

寄与します




